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研究の意義・目的 

近年、敗血症患者さんにおいて人工呼吸管理後に発生する抜管*¹後の嚥下障害が

問題になっています。抜管後の嚥下障害を発症するリスクとして、年齢、人工呼吸

期間、病前からのフレイル*²などが挙げられますが、入院時の筋肉量低値が抜管後

の嚥下障害のリスクとなるかは不明です。本研究は、人工呼吸管理を施行した敗血

症患者さんにおいて抜管後の嚥下障害と ICU 入院時の筋肉量の関連を明らかにす

ることを目的としています。 

また、入院時の筋肉量評価の重要性と抜管後の嚥下障害リスク患者さんに対し、早

期から多職種で継続的に介入し、転帰時の嚥下機能、生活の質に与える影響につい

て考えます。 

＊1抜管：人工呼吸器の離脱 

＊2フレイル：年齢に伴って筋力や心身の活力が低下した状態 

研究の方法 

（対象期間含む） 

2021 年 1 月から 2023 年 12 月の期間で、当院 ICU に入院し敗血症と診断された

成人患者さんのうち、48 時間以上人工呼吸管理を要し、入院時に第 3 腰椎レベル

の CTを撮影した患者さんを対象とします。 

入院時の CT で第 3腰椎中間レベルの両側の腸腰筋面積を、低筋肉量群と正常群の

2群に分け、患者さんの背景（年齢、性別、BMI、人工呼吸期間、栄養摂取量など）、

抜管後 3、7、14 日目と転帰時の嚥下障害とに関連がある統計解析を行います。 

試料・情報の利用目的及び

利用方法 

（匿名加工する場合や他施設へ提供

される場合はその方法を含む） 

研究にあたっては、研究用の ID と病院の患者さんの ID を専用の対応表で結び付

け、匿名化します。データベースと対応表は、外部から切り離された電子カルテ内

のファイルサーバー内に保存し、外部に持ち出すことのないよう取り扱います。 

匿名化した情報はファイルサーバーにパスワードを設定し、パスワード設定した

パソコン内にて厳重に管理します。 

利用又は提供する 

試料・情報の項目 

年齢、性別、BMI、APACHEⅡスコア*¹、SOFA スコア*²、NUTRIC スコア*³、人

工呼吸期間、抜管後 3、7、14 日目、退院時の食事形態、栄養摂取量、栄養経

路、入院時に第 3腰椎レベルの CT、入院時、転帰時の日常生活動作 

いずれも既存のカルテ情報から抽出することとし、新たに提供をいただく試料・情

報はありません。 

＊1 APACHEⅡスコア：重症度を客観的に評価した点数 

＊2 SOFA スコア：臓器障害を簡便に評価した点数 

＊3 NUTRIC スコア：重症患者さんの栄養評価した点数 

試料・情報を 
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